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２０１３年 ４月号 

 
 
 
主  題 
国際会長 Ｐhilip Mathai（インド）「世を照らす光となろう」（Ｂe the light of the world） 
アジア地域会長 Oliver Wu（台湾）「歳月はＹsをワイズ（賢者）にする」 
西日本区理事 成瀬晃三(名古屋クラブ)「先頭に立ってワイズの光を輝かそう。クラブで、地域で、国際社会で」 
六甲部部長 上野 恭男（芦屋クラブ）「柔軟な創造で愚直に積極的なワイズライフを楽しもう」 
クラブ会長 大田 厚三郎 「設立の初心に戻り、一歩から踏み出そう」 
 
 西日本区強調月間   ＹＭＣＡサービス・ＡＳＦ 

     今ＹＭＣＡに必要とされているワイズの支援とは何か。 

ともに考え行動しましょう。 

      下村 明子 Ｙサ・ユース事業主任（名古屋グランパスクラブ） 

〈今月の聖句〉 

    明日のことまで思い悩むな。明日のことは明日自らが思い悩む。 

その日の苦労は、その日だけで十分である。 

              新約聖書 マタイによる福音書 ６章３４節 

 
 

２０１３年 ４月 例会 

 

日 時 ４月１６日（火）ＰＭ６：３０－ 

場 所 三宮、神戸ＹＭＣＡ、４階、「サイコー亭」  

開会点鐘 

ワイズソング 

聖書朗読 

祈祷 

ゲスト紹介 

講義 「次期クラブの活動計画を共に考える」 

     講師 大田 厚三郎メン 

報告 

会 食 

閉会点鐘  

【例会にはブリテンをご持参下さい。】 

３月のデータ 

  在籍会員数              １３ 名 

   例会出席者数                 ６ 名 

   うち会員数（事務例会含む）     ５ 名 

   会員出席率             ３８．５ ％ 

   メネット・コメット数           ０ 名 

ゲスト・ビジター数           １ 名 

ファンド（これまでに西日本区へ総金した額） 

・ Ｙサ・ユース ２１，０００円   ・ＦＦ    １，６００円 

・ ＣＳ １０，５００円  ・ＢＦ 切手３２１円＋３，６００円 

・ ＴＯＦ ５，２００円  ・ロールバックマラリア４，０００円 

・ 東日本復興支援基金（ヘキサゴン）  ７，０００円 

       誕生日おめでとうございます！ 

       （４月のお誕生日） 

         なし 
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２０１３年 ３月例会 報告  

日 時  ３月１７日（火）１８：３０～２１：００ 
場 所  三宮、神戸ＹＭＣＡ本館 ４階、サイコー亭 
出席者  会員：メン：大田厚三郎、小澤昌甲、加茂周治、野口善國、吉田昌義 

        メネット：  

ビジター： 山崎泰男（宝塚クラブ） 

内 容  ワーク 「神戸西クラブの会員意識について―六甲部ＥＭＣ研修から学ぶ」 

     講師  小澤 昌甲 ワイズ 

   ３月例会は、年度末ということで、仕事の都合がつかず、現役の会員の出席が少なかったため、出席者 

５名という寂しい会でした。ビジターの山崎ワイズには申し訳なかったことです。         

内容的には、昨年秋の六甲部ＥＭＣ研修会で使用された教材を使い、会員のクラブに対する参加意識に

ついて学びました。Ａ定例会のあり方、Ｂ企画例会（第２例会＝事務例会）のあり方、Ｃクラブ運営に

ついて、Ｄ財政面について、Ｅ人材育成について、の５項目について、各６問の質問が設定されており、

各質問に対して①～⑤の内容を選択するようになっており、その結果をクモの巣状のグラフに記入して

いきます。その結果、５項目が万遍なくできているクラブは円に近い図形になるのですが、神戸西の場

合は、「Ｄ財政面について・Ｅ人材育成について」が低い評価となりました。 

会員の高齢化が進む中で、人材確保は緊急を要する課題であり、財政面にも影響を与える問題です。 

どうすれば、魅力のあるクラブになるのか、真剣に考える時であると思います。 

４月例会においても、次年度活動計画つくりの提案がありますが、楽しく・魅力のあるクラブであるた

めには、何をすべきか。考えていきましょう。 

《４月例会に向けて、アンケート実施》 

 クラブ運営について、同封の「２０１３年―１４年 クラブでのやりたい役割」のアンケートにお答

え下さい。会員全員（特別メネットも含む）が、クラブの役割に付いていただきますので、４月例会に

持参していただくか、ＦＡＸ送付（大田 ０７８－７３４－７６０６）を、４月１５日までにお願いし

ます。 

 

今 後 の 日 程 

◆ ４月例会 

   日 時  ４月１６日 １８：３０、 

場 所  神戸ＹＭＣＡ、サイコー亭  

   内 容  「次期クラブの活動計画を共に考える」 

          発題者  大田厚三郎ワイズ 

◆ ４月事務例会 
 日 時  ４月２３日（火）１９：００～２０：００ 
場 所  三宮、神戸ＹＭＣＡ本館 ５階、５０３会議室 

◆ ５月例会（昇天者例会）・・・・日程変更です。ご注意ください。 

会員の昇天者を記念する例会。広瀬卓三さん、松本恒司さん、宮田一雄さん、荒木 潔さん、 

中畑 朗さんを偲び礼拝と想い出を語りあう会にします。 

日 時  ５月１４日（火）１８：３０ 
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場 所  神戸ＹＭＣＡ、サイコー亭 

◆ ５月事務例会 
 日 時  ５月２８日（火）１９：００～２０：００ 
場 所  三宮、神戸ＹＭＣＡ本館 ５階、５０３会議室 

◆ ６月例会 

   日 時  ６月１８日 １８：３０、 

場 所  神戸ＹＭＣＡ、サイコー亭  

   内 容  仮題「里親の現状と問題点」 

         講師 橋本 明氏（家庭養護促進協会事務局長） 

◆ ６月事務例会 
 日 時  ６月２５日（火）１９：００～２０：００ 
場 所  三宮、神戸ＹＭＣＡ本館 ５階、５０３会議室 

 

他クラブ 周年行事等の案内 

◆ 芦屋クラブ１５周年記念講演会 

 日 時  ４月２１日（日）１４：００～１６：００ 
場 所  ラポルテ・ホール（ＪＲ芦屋駅改札口をそのまま北側へ。ラポルテ本館３階） 
講 演  「さかずき（杯）が溢れる人生」 講師 ルース・Ｍ・グル―べル 氏 

                        （関西学院社会学部教授、関学学院長） 

  コンサート：プティ・タ・プティ（神戸女学院音楽学部声楽専攻ＯＧのコーラス） 

◆ 宝塚クラブチャーター２５周年記念例会 

日 時  ５月２５日（土）１１：００－１５：３０ 

場 所  宝塚ホテル「宝珠の間」 

内 容  記念式典、 

記念講演会 細川佳代子氏「インクルージョン社会をめざして」 

      （細川元首相夫人、スペシャルオリンピックス日本設立） 

  例会費  ９，０００円 

  申込〆切は４月末。参加希望者は大田まで。 

◆ 宝塚ＹＭＣＡチャリティバザー 

日 時  ６月１日（土）１１：００－１４：００ 

場 所  カルチェヌーボ宝塚 逆瀬川（旧アピア３）１階フロア 

   

お知らせ 

◆ ２０１３年アジアユースコンボケーション（ＡＹＣ）参加者募集（〆切４月３０日推薦書必着） 

  日 程   ２０１３年７月３１日（水）～８月４日（日） 

  会 場   フィリピン・マニラ 

  年 齢   １５歳～３０歳の青年（７月３１日現在） 

  参加費用  １０万５千円（概算、関空発着） 

  募集人数  各部１名（西日本区１０名）。募集人数に達し次第締め切る。 
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◆ 西日本区メネット国内事業・六甲部 

  そっと人に寄り添う「こころのケアを考える」講習会 

 日 時  ４月２０日（土）１３時～１７時 

 場 所  神戸ＹＭＣＡ、チャペル 

 講 師  宗方 比佐子氏（金城学院大学 多元心理学科教授） 

      光永 尚生氏（仙台ＹＭＣＡ総主事、ＹＭＣＡ復興支援活動担当スタッフ） 

 対 象  高校生以上、どなたでも。 

 参加費  無料 

 主 催  西日本区メネット事業、神戸ＹＭＣＡ 

 問合せ先 西神戸ＹＭＣＡ・西田勉（０７８－７９３－７４０２） 

◆ 大阪西クラブ「木器窯スプリングフェスタ」の開催案内 

日 時  ４月２９日（祝・月）１１：００－１５：００ 

場 所  三田市木器７０９－３７ 田中和人様工房、 電話：０７９７－６９－１２２５ 

  受付：１１：００、開会：１２：００ 

  会 費  大人 ８千円（お土産付）、中高生 ４千円（お土産なし）、小学生 無料 

  送 迎  ＪＲ福知山線「新三田駅」から木器まで送迎バスを用意。一人往復１千円。 

        １０：３０にお迎え。 

  申込先  ４月２０日までに、谷正一メン（大阪西クラブ） 

（電話０６－６５６８－１２６１、ＦＡＸ０６－６５６８－３６０８） 

 Ｅメール ｅ－ｗｏｏｄ＠ｇｏｌ．ｃｏｍ    携帯０９０－３７１９－３８７８       

◆ 第１６回西日本区大会 

  日 時  ６月２２日（土）１３：００～２３日（日）１２：００ 

  会 場  名古屋能楽堂 

  登録費  メン２０，０００円、メネット１８，０００円 

  登録開始 ２月１日より。 

◆ 第１６回東日本区大会 

日 時  ６月８日（土）～９日（日） 

会 場  花巻温泉・ホテル千秋閣 

登録費  １６，０００円（メン・メネット） 

 

ＢＦからの「使用済み切手」のお願い 

◆ 使用済み切手を集めます。毎月の例会時に封筒のままご持参下さい。 
     １月末に、今までの集めた分を西日本区に送付し、BF 切手（４８８グラム）３２１円に換算されました。 
引き続き、ご協力をよろしくお願いします。 
 
 会計からのご連絡 

 ＊例会時に２０１２年度第４四半期（４月～６月分）の会費９千円の納入をお願いします。 

 ◎ 郵便振込もできますのでご利用下さい。会費についてのご相談は、山田喜代子メンまで 
   記号 １４３３０  番号 ８０４６７０１ 口座名義 神戸西ワイズメンズクラブ 
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「神戸ＹＭＣＡマンスリーレポート」から 

今年は早くも桜の季節を迎えています。三宮会館に近い生田川の桜もまもなく見頃の時となりました。神戸 YMCA では春休み

の特別プログラムの時期となり、余島キャンプやスキーキャンプなどが実施されていきます。3月の出来事についてご報告いた

しますので、お目通しください。 

１．卒業式、卒園式挙行 

 3 月にそれぞれの園、部署、プログラムで今年度の終了の時を迎えました。学校関係では、去る 3月 7日（木）に専門学校日

本語学科が、8日（金）に専門学校ホテル学科とフィットネス＆スポーツ学科が、11 日（月）に高等学院が卒業式を挙行しまし

た。日本語学科では 47 名が卒業し、多くの人が大学や専門学校に進学していきます。また、専門学校他学科では 22 名が卒業し、

ほとんどが就職し、社会人として巣立っていきます。残念ですが、今回がフィットネス＆スポーツ学科の最後の卒業式というこ

とになりました。現在の職員の中にも何人も卒業生が良い働きをしてくださっているので残念ですが、開設以来 25 年の歴史を

刻んだことになりました。高等学院では 33 名の卒業生で、大学などへの進学や就職など、それぞれの進路に向かって巣立って

いきました。毎年のことながら、卒業生一人ひとりのスピーチには感動しました。 

 13 日（水）には、西宮つとがわ YMCA 保育園で記念すべき第 1 回の卒園式が行なわれ、2 名だけの卒園式でしたが、これもま

た感動的で、2 人にとっても忘れられない式になったことだと思います。9 日（土）には YMCA 保育園で、14 日（木）は西神戸

YMCA 保育園と神戸 YMCA ちとせ幼稚園で、15 日（金）には西宮 YMCA 保育園と西神戸 YMCA 幼稚園で卒園式が行なわれました。 

 また、各プログラムでは修了式や修了の時を迎え、またボランティアリーダーの感謝会など締めくくりの時を感謝と激励の気

持ちをもって過ごしました。それぞれの豊かな時に感謝いたします。 

２．東日本大震災、2年目の「その日」 

 3 月 11 日（月）に、未曾有の大災害となった東日本大震災から丸 2年の日を迎えました。神戸 YMCA 各部では亡くなられた多

くの方々の御霊の平安を祈り、また被災地の復興を願って「祈りの時」を過ごしました。 

 震災支援のリーダー会、各ワイズメンズクラブを中心に、ボランティア、スタッフが結集し、街頭募金を 10 日（日）、11 日

（月）と行なってくださり、多くの募金が与えられました。特に 10 日の午後は暖かかった午前とうって変わって冷たい雨混じ

りの荒天となり、寒い中、奉仕をしてくださいました。応援くださった皆さんに感謝いたします。 

 また、「3.11 揚がれ！希望の凧」を今年も開催くださって、9日（土）には宝塚ワイズメンズクラブが主催して武庫川河川敷

で行なわれました。10 日（日）にも神戸ポートワイズメンズクラブが主催して須磨海岸で予定されていましたが、荒天のため

に中止となりました。思いは東北に飛んで行ったと思います。 

 関連して、3 月 2 日（土）には神戸ポートワイズメンズクラブが主催して、日本聖公会聖ミカエル教会において、神戸 YMCA

のハンドベルグループの一つであるディンドンリンガーズの演奏会が行なわれ、200 名以上の聴衆が集り、収益の一部が東日本

大震災のために捧げてくださいました。春休みには被災児童のためのキャンプなどが行なわれ、神戸 YMCA としての取り組みが

継続されていきます。 

３．第３０回タイ・ワークキャンプ実施 

 第 30 回を数えるタイ・チェンマイ YMCA との協働のワークキャンプが去る 3月 14 日（木）から 26 日（火）まで開催され、無

事帰国いたしました。今回は引率者の山本正高さん（ウエルネスセンター学園都市）を含んで 6人という少ない参加者でしたが、

タイ北部、ミャンマーとの国境に近いメーホンソン県メーサリアン郡のファイサイスクールという村の学校にインフォメーショ

ン･テクノロジー・ラーニングセンター（IT 学習センター）を建設するワークを行ないました。毎回のことではありますが、チ

ェンマイ YMCA の周到な準備のおかげでワークはスムースに行なわれ、日本からの参加者、チェンマイのユース、ラオスからの

ユースが共に協働し、友好の施設が完成したようです。参加者はその間、ホームステイや見学などを通してタイの文化や人々と

交わり、大きな糧を得て帰国しました。 

 神戸とチェンマイの YMCA は、このワークキャンプ 30 回を記念し、過去を振り返り、未来を望むために、9 月 13 日（金）か

ら 18 日（水）まで記念ツアーを実施する予定です。多くの皆様に参加いただきたいと願っています。 
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４．神戸サイコー亭、営業終了 

 古くは神戸 YMCA のホテル事業部の一部として、そしてこの 10 年は「神戸サイコー亭」として長年、三宮会館内のレストラン

を営業してくださいましたが、この 3月末をもって閉店されることになりました。理事会をはじめ種々の会議には食事を提供し

てくださり、皆さんに大変喜ばれました。社長の仁科さんや谷本さんは 30 年以上、職員として、また独立されてからも献身的

に食事の提供に尽力してくださいましたが、この度、閉店を決意されました。折しも三宮会館再開発のタイミングとも重なり、

今後は三宮会館内には食事提供の場はなくなることとなりました。正式には 3 月 19 日（火）でランチの提供は終了し、3 月末

までの会議や 3 月 31 日（日）のイースターの芋粥は提供してくださることとなっています。長い間のご尽力に心から感謝いた

します。 

５．常議員会、理事会など開催 

 去る 3月 18 日（月）に神戸キリスト教青年会（神戸 YMCA）の第 3回常議員会が開催され、2013 年度の全体方針や各法人の方

針計画などが報告されました。特に三宮会館再開発についての進捗を報告しご意見を伺いました。 

 また、去る 3月 21 日（木）には社会福祉法人神戸 YMCA 福祉会の理事会・評議員会が、3月 22 日（金）には学校法人神戸 YMCA

学園の理事会・評議員会が開催され、それぞれに 2013 年度の方針計画及び予算について、また就業規則などの諸規程の改定な

どが審議され決議しました。特に両法人共に 2015 年度から実施される新法に基づく（仮称）認定子ども園への対応や、地域社

会の課題として「子どもの貧困」や「障がい児ケア」についても話題となりました。各法人で新しい取り組みも検討されていき

ます。 

６．春の余島、スキー、春プログラム開催へ 

 毎年のことですが、私はこの時期に余島を訪れます。ロータリークラブが主催する青少年指導者養成セミナー（ライラセミナ

ーと言います。）に出席のためにです。いつもは寒いこの時期の余島ですが、今年は随分と暖かく、桜がほころびかけていまし

た。高松では満開で、神戸でも 3部咲きという程度でしょうか？ このライラセミナーは今井鎮雄顧問が総主事の時代から始ま

り、今回で 35 回、ずっと余島で開催されています。今年もセンターが満室状態で、ロータリークラブから推薦された青年リー

ダーやロータリアンで盛況でした。講師は元神戸 YMCA 主事で JOCS 総主事の大江 浩さんとロニー・アレキサンダーさん（国際

委員）で、参加者には多くの学びが与えられたようでした。 

 春休みには余島をはじめ、サッカー合宿やスキーキャンプ、水泳や鉄棒などの特別講習会などが行われますが、特に余島では

同盟主催による東日本大震災で両親を失くした子どもたち 13 名のグリーフケアキャンプ（「スカイキャンプ」という名称です。）

が 3月 26 日～30 日の予定で行なわれますし、3月 29 日から 4月 2日の余島冒険キャンプには神戸西ロータリークラブの招待に

よって福島の子どもたちが参加することになっています。それぞれに思い出に残る楽しい春であってほしいと願っています。 

７．今後の予定    

１) 127 周年創立記念日礼拝 

  1886（明治 19）年に発会してから 127 年を迎えます。是非、ご出席ください。 

  日 時：５月８日（水）午後６：３０～８：３０ 

  場 所：神戸 YMCA チャペル 

  メッセージ：「神の呼びかけに応える YMCA」 

山本俊正氏（関西学院大学宗教主事・神戸 YMCA 国際委員） 


